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8020（ハチマル・ニイマル）運動 
 

1989（平成元）年 成人歯科保健対策検討会中間報告において、80歳になっても自分の歯を20本以上保とうという「8020（ハチマ 
 ル・ニイマル）」運動が提唱される。 
 
1991（　　    3）年 歯の衛生週間（6月4日～10日）の重点目標が「8020運動の推進」となる。 
 
1992（　　    4）年 8020運動の普及啓発を図る「8020運動推進対策事業」が開始される。（～8年） 
 
1993（　　    5）年 8020運動推進対策事業の円滑な推進を図る8020運動推進支援事業が開始される。（～9年） 
 
1996（　　    8）年 今後の歯科保健医療のあり方に関する検討会意見書において、地域に密着したより実践的な形での8020運動の 
 展開が求められる。 
 
1997（　　    9）年 市町村を実施主体とした歯科保健推進事業（メニュー事業）が開始される。 
 
2000（　　  12）年 都道府県を実施主体とした「8020運動推進特別事業」が開始される。 
 
2003（　　  15）年 健康増進事業実施者歯科保健支援モデル事業が開始された。 
 
2006（　　  18）年 「平成17年歯科疾患実態調査結果」を公表。8020達成者が調査開始以来、初めて20％を超えた。 
 
2008（　　  20）年 8020運動が20周年を迎えた。 
 

［8020運動と健康日本21の関係］ 
　「8020運動」と「健康日本21」は相互補完的な関係であり、健康日本21に掲げられた目標達成のための各種事業が8020運動のな
かで展開されてきた。健康増進法において、その柱の一つに歯科保健の分野が明記されたことから、生涯を通じた歯科保健対策（8020
運動）がより一層推進できるものと期待される。 

［8020運動の経緯］ 
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資料：厚生労働省医政局「歯科疾患実態調査」 
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